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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置および電子内視鏡および映像信号処理装置

(57)【要約】
【課題】  個々の電子スコープの特性によらず、常にピ
ントの合った鮮明な被写体像をモニタ画面に表示する。
【解決手段】  電子スコープ１０のコネクタ部４０にメ
モリ４２を設け、メモリ４２に個々の電子スコープ１０
に固有のマスク位置補正データを格納する。電子スコー
プ１０をプロセッサ１００へ装着すると、プロセッサ１
００がメモリ４２からマスク位置補正データを読出す。
メモリコントロール回路１２０は、マスク位置補正デー
タと、ＲＯＭ１２２から読み出したマスクデータとに基
づいて読出しアドレスを生成し、画像メモリ１０６から
映像信号を読出すことにより、マスク位置を補正する。
プロセッサ１００は、マスク位置の補正された再現画像
をモニタ装置２００に表示させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子と、前記撮像素子の撮像面に被
写体像を結像させる対物光学系とを備えた電子内視鏡
と、
個々の電子内視鏡における前記撮像面に対する前記対物
光学系の結像領域の相対位置情報をそれぞれ格納するメ
モリ手段と、
前記電子内視鏡が接続されたときに、対応する前記相対
位置情報を前記メモリ手段から読み出して、前記結像領
域の外側領域に設けるマスクに関するマスクデータを生
成するマスクデータ生成手段と、
前記撮像素子から得られる映像信号と、前記マスクデー
タ生成手段から得られる前記マスクデータとを合成して
合成信号を出力する合成手段と、
前記合成手段から得られた前記合成信号に基づいて、画
面上にマスクのかかった被写体像の再現画像を表示する
表示手段とを備えることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】  前記メモリ手段が前記電子内視鏡に設け
られることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装
置。
【請求項３】  撮像素子と、前記撮像素子の撮像面に被
写体像を結像させる対物光学系と、前記撮像面に対する
前記対物光学系の結像領域の相対位置情報を格納するメ
モリ手段とを備えることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項４】  撮像素子と、前記撮像素子の撮像面に被
写体像を結像させる対物光学系と、前記撮像面に対する
前記対物光学系の結像領域の相対位置情報を格納するメ
モリとを備えた電子内視鏡に接続され、
前記電子内視鏡における前記撮像面に対する前記対物光
学系の結像領域の相対位置情報を前記電子内視鏡から読
み出して、前記結像領域の外側領域に設けるマスクに関
するマスクデータを生成するマスクデータ生成手段と、
モニタ画面上にマスクのかかった被写体像を再現させる
ために、前記撮像素子から得られる映像信号と、前記マ
スクデータ生成手段から得られる前記マスクデータとを
合成して表示装置に伝送すべき映像信号を生成する映像
信号生成手段とを備えることを特徴とする映像信号処理
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡装置に
関し、特に撮像素子から得られる映像信号に対するマス
ク処理に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡は、被写体例えば消化器官の
内壁等を即時に観察できる有効な手段として近年多用さ
れてきている。電子内視鏡は、体内器官等に挿入された
挿入部を備え、挿入部の先端には対物レンズと組み合わ
された撮像素子が埋め込まれている。撮像素子は被写体
像に対応する映像信号を専用の映像信号処理装置に伝送
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し、映像信号処理装置はこの映像信号に基づいてモニタ
画面上に被写体のカラー画像を再現する。
【０００３】挿入部の先端に固設される対物レンズの被
写体深度は、体内器官の内壁を広範囲に映し出す目的の
ために、相対的に深く設定される。しかし、対物レンズ
の被写体深度が深いと、撮像素子の撮像面に対する相対
的な焦点距離の違いが大きくなり、撮像面の中央に焦点
を合わせれば再現画像において外縁に向かうほど像がぼ
けるという現象が生じる。このため、焦点のぼける外縁
領域にはマスク処理が施され、ピントの合った鮮明な領
域のみをモニタ画面に表示させている。
【０００４】このマスク処理としては、具体的には撮像
素子における撮像面の外縁部に光を遮断する光学マスク
を設けて実質的に黒レベルの信号を出力する光学マスク
処理や、撮像面の外縁部に対応する映像信号を映像信号
処理装置において黒レベルの信号に変換する電子マスク
処理が挙げられる。従来のマスク処理においては、マス
ク処理すべき領域（以下、マスク領域と記載する）は対
物レンズの結像領域より外側に設けられ、設計段階で結
像領域の大きさおよび撮像面に対する相対位置に応じて
予め定められていた。
【０００５】ここで、電子内視鏡の挿入部は相対的に狭
い体内器官に挿入する目的から最大でも直径数ｃｍ程度
のチューブ状に形成され、撮像素子や対物レンズも極め
て小型のものが使用される。このため、撮像素子および
対物レンズの取付作業や撮像素子の撮像面への光学マス
クの貼付作業は非常に精密さを要求され、実際には撮像
面に対する対物レンズの僅かな位置ずれによって結像領
域がマスク領域からずれたり、光学マスクの貼付位置の
ずれによってマスク領域が結像領域からずれたりすると
いう問題点がある。
【０００６】即ち、映像信号処理装置に異なる電子内視
鏡に切替えて接続すると、電子内視鏡を取り替える度に
モニタ画面上ではマスク領域とピントの合った領域との
ずれ位置が変化することとなり、不鮮明な像が表示され
たり、見慣れるのに時間がかかって電子スコープの操作
に支障をきたす恐れがある。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記問題点
に鑑みて成されたものであり、結像領域とマスク領域と
の位置ずれを補正できる電子内視鏡装置および電子内視
鏡システムを得ることを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明に係る電子内視鏡
装置は、撮像素子と、撮像素子の撮像面に被写体像を結
像させる対物光学系とを備えた電子内視鏡と、個々の電
子内視鏡における撮像面に対する対物光学系の結像領域
の相対位置情報をそれぞれ格納するメモリ手段と、電子
内視鏡が接続されたときに、対応する相対位置情報をメ
モリ手段から読み出して、結像領域の外側領域に設ける
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マスクに関するマスクデータを生成するマスクデータ生
成手段と、撮像素子から得られる映像信号と、マスクデ
ータ生成手段から得られるマスクデータとを合成して合
成信号を出力する合成手段と、合成手段から得られた合
成信号に基づいて、画面上にマスクのかかった被写体像
の再現画像を表示する表示手段とを備えることを特徴と
する。
【０００９】上記電子内視鏡装置において、好ましく
は、メモリ手段が電子内視鏡に設けられる。
【００１０】また本発明に係る電子内視鏡は、撮像素子
と、撮像素子の撮像面に被写体像を結像させる対物光学
系と、撮像面に対する対物光学系の結像領域の相対位置
情報を格納するメモリ手段とを備えることを特徴とす
る。
【００１１】また本発明に係る映像信号処理装置は、撮
像素子と、撮像素子の撮像面に被写体像を結像させる対
物光学系と、撮像面に対する対物光学系の結像領域の相
対位置情報を格納するメモリとを備えた電子内視鏡に接
続され、電子内視鏡における撮像面に対する対物光学系
の結像領域の相対位置情報を電子内視鏡から読み出し
て、結像領域の外側領域に設けるマスクに関するマスク
データを生成するマスクデータ生成手段と、モニタ画面
上にマスクのかかった被写体像を再現させるために、撮
像素子から得られる映像信号と、マスクデータ生成手段
から得られるマスクデータとを合成して表示装置に伝送
すべき映像信号を生成する映像信号生成手段とを備える
ことを特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
添付図面を参照して説明する。
【００１３】図１は、実施形態の電子内視鏡装置を適用
した電子内視鏡システムを示すブロック図である。図１
の実施形態の電子内視鏡装置は光学的被写体像を映像信
号に変換してモニタ画面に表示するものであり、カラー
画像を再現するために撮像方式には同時方式が採用さ
れ、映像信号の規格にはＮＴＳＣ方式が採用される。
【００１４】電子内視鏡装置は、可撓管２０を有する電
子スコープ（電子内視鏡）１０と、電子スコープ１０に
着脱自在なプロセッサ１００と、プロセッサ１００に接
続されるモニタ装置２００とを備える。
【００１５】電子スコープ１０には光ファイバ束から成
る光ガイド部材１２（図中ハッチングで示される）が可
撓管２０の先端部２０ａにまで挿通しており、光ガイド
部材１２の基端側は電子スコープ１０のプロセッサ１０
０への装着時にプロセッサ１００に設けられた光源部１
０２に光学的に接続される。これにより、光源部１０２
からの照明光は光ガイド部材１２によって可撓管先端部
２０ａへ導かれ、先端部前方の被写体例えば内臓器官Ｘ
が照明される。
【００１６】可撓管先端部２０ａには固体撮像素子例え
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ばＣＣＤを有する撮像センサ１４が設けられる。この撮
像センサ１４には、図２の拡大断面図で示すように、Ｃ
ＣＤ１８と組み合わされた対物レンズ系１６が包含さ
れ、さらにＣＣＤ１８の撮像面側即ち対物レンズ側には
光学マスク２２が一体的に設けられる。白色照明光によ
り照明された被写体の光学像が対物レンズ系１６により
ＣＣＤ１８の撮像面に結像させられ、この撮像面上の補
色カラーチップフィルタ（図示せず）により各色の光に
変換される。ＣＣＤ１８に結像された光学的被写体像
は、撮像センサ１４により１フレーム分のアナログ撮像
信号に光電変換され、プロセッサ１００のタイミングコ
ントロール回路１１２により生成されたＣＣＤ駆動信号
によってＣＣＤ１８から順次読み出される。光学マスク
２２は、対物レンズ系１６により結像されない領域への
光を遮蔽する。
【００１７】撮像センサ１４から読み出されたアナログ
撮像信号は、初段映像信号処理回路１０４において、撮
像センサ１４の特性や電子スコープ１０の光学特性に応
じた処理、例えばクランプ処理やサンプルホールド処
理、γ補正処理、ホワイトバランス補正処理および増幅
処理等が施され、輝度信号Ｙおよび色差信号Ｃｂ、Ｃｒ
からなるコンポーネントデジタル信号に変換されて、画
像メモリ１０６に順次格納される。
【００１８】１フレーム分のコンポーネントデジタル信
号は画像メモリ１０６から読み出されると、後段映像信
号処理回路１０８により輝度信号に色差信号および復号
同期信号を多重したＮＴＳＣ方式のコンポジットビデオ
信号などのアナログカラービデオ信号に変換される。
【００１９】アナログカラービデオ信号はプロセッサ１
００からモニタ装置２００に出力され、モニタ装置２０
０の画面上にはこのアナログカラービデオ信号に基づい
て被写体像が再現される。また、アナログカラービデオ
信号はプロセッサ１００からＶＴＲ、ＶＣＲ等の記録装
置３００に出力され、ビデオテープ等に記録される。さ
らに、アナログカラービデオ信号は図示しないインター
フェースを介してパーソナルコンピュータ等のファイリ
ング装置３５０に出力され、ここで静止画像または動画
像としてファイリングされる。
【００２０】システムコントロール回路１１０には外部
入力装置としてキーボード４００が接続され、このキー
ボード４００から入力された患者名や図示しないタイマ
回路から得られる観察日時等の文字情報はシステムコン
トロール回路１１０により文字パターン信号に変換され
て後段映像信号処理回路１０８に出力され、ここでコン
ポーネントデジタル信号に付加される。これにより、モ
ニタ装置２００の画面上には光学的被写体像の再現カラ
ー画像と共に文字情報が表示される。
【００２１】システムコントロール回路１１０はプロセ
ッサ１００の全動作を制御するマイクロコンピュータで
あり、ＣＰＵ、種々のルーチンを実行するためのプログ
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ラムやパラメータを格納するＲＯＭ、データ等を一時的
に格納するＲＡＭを備える。タイミングコントロール回
路１１２は、各回路の動作の同期を取るための同期信号
等のタイミング信号を生成する。
【００２２】プロセッサ１００には、画質や照明光量な
どを手動で調節したり、種々のモードを設定するための
スイッチを複数個備えたフロントパネル１１４が設けら
れ、またプロセッサ１００の各回路および光源部１０２
へ電力を供給する電源部１１６、および電源部１１６の
ＯＮ／ＯＦＦを切換える主電源ボタン１１８が設けられ
る。
【００２３】電子スコープ１０は可撓管２０と一体的な
把持部３０を備え、この把持部３０には可撓管２０を機
械的操作するための各種ボタンが設けられる。また、把
持部３０から一体的に延びる連結可撓管の端部に設けら
れたコネクタ部４０には、プロセッサ１００へ光学的お
よび電気的に接続するための各種コネクタと、電子スコ
ープ固有のマスク位置補正データを格納するためのメモ
リ４２が設けられる。メモリ４２は例えば書換え可能な
ＥＥＰＲＯＭである。
【００２４】プロセッサ１００には、電子スコープ１０
から得られモニタ画面上に映し出された被写体像の再現
カラー画像の外縁領域を切取ってピントの合った領域だ
けを表示させるマスク処理機能が備わっている。プロセ
ッサ１００は、画像メモリ１０６に対するコンポーネン
トデジタル信号の書込み動作および読出し動作を制御す
るメモリコントロール回路１２０を備え、メモリコント
ロール回路１２０で生成される読出しアドレスを調整す
ることによって電子マスクをかけた映像を出力してい
る。
【００２５】詳述すると、メモリコントロール回路１２
０は、プロセッサ１００の主電源が投入された時点でＲ
ＯＭ１２２から表示させるべき再現カラー画像の切取る
領域の形状および大きさを決定するマスクデータを読み
出し、また電子スコープ１０が接続された時にそのメモ
リ４２からマスク位置補正データを読み出しており、こ
れらマスクデータおよびマスク位置補正データに基づい
て一連の読出しアドレスを生成する。一連の読出しアド
レスデータが画像メモリ１０６に対して出力されると、
その読出しアドレスデータに従って画像メモリ１０６か
らは所定のコンポーネントデジタル信号即ち輝度信号Ｙ
および色差信号Ｃｂ、Ｃｒが後段映像信号処理回路１０
８に対して出力される。
【００２６】図３を参照して、マスク処理の原理につい
て説明する。図３はＣＣＤ１８の画素領域および撮像領
域と、ＣＣＤ１８の撮像面における対物レンズ系の結像
領域と光学マスクによる遮光領域との相対位置関係を概
念的に示す図である。
【００２７】ＣＣＤ１８は、２次元配列された多数の画
素からなり、水平方向（図中、矢印Ｘで示す）にＭ画
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素、垂直方向（図中、矢印Ｙで示す）にＮ画素だけ配列
されている。ＣＣＤ１８の画素領域における任意の画素
Ｇの相対位置は、ＣＣＤの左上隅の画素を原点（０，
０）とした時の原点からの相対位置（ｉ，ｊ）で表され
る。パラメータｉはＸ方向における原点Ｇｏ（０，０）
からの画素数であり、条件０≦ｉ≦Ｍを満たす。また、
パラメータｊはＹ方向における原点Ｇｏ（０，０）から
の画素数であり、条件０≦ｊ≦Ｎを満たす。
【００２８】ＣＣＤ１８においては、全ての画素が撮像
に用いられるわけではなく、図中一点破線で囲まれる長
方形の撮像領域ＫＲに含まれるｍ×ｎ画素（ｍ≦Ｍ、ｎ
≦Ｎ）のみが被写体像に対応した撮像信号を出力するこ
とができ、その外側を囲む領域に含まれる画素は黒レベ
ルを決定するための信号を出力する。画素領域における
撮像領域ＫＲの相対位置は、原点から撮像領域ＫＲの左
上隅の読出開始画素Ｇｓまでの距離（Ｓｘ，Ｓｙ）で表
される。プロセッサ１００の画像メモリ１０６には、Ｃ
ＣＤ１８の全画素分即ちＭ×Ｎ画素分のコンポーネント
デジタル信号が書き込まれるが、撮像領域ＫＲに含まれ
るｍ×ｎ画素分のみが読み出される。
【００２９】対物レンズ系１６が撮像面において鮮明な
像を結ぶことができる領域を結像領域ＦＲ（図中、破線
で囲まれる円形の領域）と定義する。対物レンズ系１６
は、結像領域ＦＲが撮像領域ＫＲの略全体を覆い、かつ
その結像中心Ｃｆが撮像領域ＫＲの中心Ｃｋと一致する
ように設けられる。光学マスク２２は結像領域ＦＲの外
側を覆うように設けられるため、撮像領域ＫＲ内であっ
てかつ結像領域ＦＲ外の領域、即ち図中撮像領域ＫＲの
四隅に位置する略三角形状を呈する遮光領域ＭＲ１～Ｍ
Ｒ４（ハッチングで示される）は、光学マスク２２に覆
われるために暗電流に基づく黒レベルの信号を出力す
る。
【００３０】プロセッサ１００は、画像メモリ１０６か
らコンポーネントデジタル信号を読み出す際に、遮光領
域ＭＲ１～ＭＲ４に対応するコンポーネントデジタル信
号を読み出さずに、マスク色の信号（例えば黒レベルの
信号）を後段映像信号処理回路１０８に与える。即ち、
遮光領域ＭＲ１～ＭＲ４に対応するコンポーネントデジ
タル信号をマスク色（背景色）の信号に変換することに
より、遮光領域ＭＲ１～ＭＲ４は電子マスクをかけられ
ることになる。この電子マスクの情報、即ちマスク色の
信号に変換すべき画素の相対位置を示すマスクデータは
ＲＯＭ１２２に格納される。
【００３１】図４は、ＲＯＭ１２２に格納されるマスク
データの一例を示す模式図である。マスクデータはｍ×
ｎ画素のコンポーネントデジタル信号にそれぞれ対応し
て設けられ、各マスクデータにはアドレスデータ［Ａ
ｘ,Ａｙ］が与えられる。アドレスデータ成分Ａｘは撮
像領域ＫＲにおける水平方向位置を示し、アドレスデー
タ成分Ａｙは撮像領域ＫＲにおける垂直方向位置を示
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7
す。例えば、アドレスデータ［０,０］は撮像領域ＫＲ
の左上隅に位置する読出開始画素Ｇｓ（Ｓｘ，Ｓｙ）に
対応し、アドレスデータ［３,４］は読出開始画素Ｇｓ
からＸ方向に数えて４番目、Ｙ方向に数えて５番目の画
素Ｇ（Ｓｘ＋３，Ｓｙ＋４）に対応している（図３参
照）。
【００３２】個々のマスクデータは“１”か“０”のう
ちのいずれかの値で表され、メモリコントロール回路１
２０は、マスクデータが“１”であった場合にはそのマ
スクデータに対応する画素のコンポーネントデジタル信
号を画像メモリ１０６から読み出すが、マスクデータが
“０”であった場合にはコンポーネントデジタル信号を
読み出さずにマスク色の信号を後段映像信号処理回路１
０８に与える。例えば、アドレス［０,０］のマスクデ
ータは“０”であるから、撮像領域ＫＲの左上隅の画素
Ｇｓ（Ｓｘ，Ｓｙ）についてはマスク色の信号が後段映
像信号処理回路１０８に与えられ、アドレス［３,４］
のマスクデータは“１”であるから、画素Ｇ（Ｓｘ＋
３，Ｓｙ＋４）については画像メモリ１０６から読み出
されたコンポーネントデジタル信号が後段映像信号処理
回路１０８に与えられる。
【００３３】図５は、図４に示すマスクデータを用いた
時に後段映像信号処理回路１０８に与えられるコンポー
ネントデジタル信号を模式的に示す図である。なおコン
ポーネントデジタル信号を構成する輝度信号Ｙおよび色
差信号Ｃｂ、Ｃｒには、下付き文字でＣＣＤ１８上にお
けるＸ方向およびＹ方向の画素位置が付されている。例
えば、第１列目の第３ライン目の画素については輝度信
号Ｙおよび色差信号Ｃｂ、Ｃｒの値はそれぞれ０であ
り、第５列目の第３ライン目の画素の輝度信号Ｙおよび
色差信号Ｃｂ、Ｃｒの値は、それぞれ画素Ｇ（Ｓｘ＋
４，Ｓｙ＋２）から読み出された値Ｙ

Sx+4_Sy+2
、Ｃｂ

Sx+4_Sy+2
、Ｃｒ

Sx+4_Sy+2
である。

【００３４】図６は、図４に示すマスクデータを用いた
時のモニタ装置２００の表示画面を示す模式図である。
表示画面には電子スコープ１０から得られる被写体像の
再現カラー画像を表示するための画像表示領域ＧＷと、
日付や患者名等の文字情報を表示する文字情報表示領域
ＣＷを含む背景領域ＨＷとが設定される。画像表示領域
ＧＷにおいては、その四隅に常に背景領域ＨＷの背景色
と同等なマスク色レベルに維持される電子マスク領域Ｍ
Ｗ１、ＭＷ２、ＭＷ３およびＭＷ４が配され、各電子マ
スク領域ＭＷ１～ＭＷ４は、一辺長さがＣＣＤ１８にお
ける４画素分に対応した長さの辺を２辺有する直角二等
辺三角形である。これら電子マスク領域ＭＷ１～ＭＷ４
により、光学マスク２２に覆われた領域は画面上には現
れず、常に鮮明な被写体像のみが視認できる。
【００３５】以上のように、遮光領域ＭＲ１～ＭＲ４に
含まれる画素に対応するマスクデータを“０”に設定す
れば、光学フィルタ２２で遮光された領域と実質的に同
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一面積および同一形状の領域に電子マスクをかけること
ができる。なお、電子マスクは遮光領域ＭＲ１～ＭＲ４
を含んでいればよく、形状および大きさは本実施形態に
限定されない。
【００３６】ところで、上記図３の例で示すように、Ｃ
ＣＤ１８（撮像領域ＫＲ）の撮像中心Ｃｋと、対物レン
ズ系１６（結像領域ＦＲ）の結像中心Ｃｆ（この結像中
心Ｃｆは光学マスク２２の中心と実質的に同一であると
みなす）が一致する場合には、後段映像信号処理回路１
０８に与えられるべき画素Ｇ（ｉ，ｊ）のＸ方向読出し
アドレス成分ｉおよびＹ方向読出しアドレス成分ｊは以
下の（１）式および（２）式に示すように、読出開始画
素Ｇｓ（Ｓｘ，Ｓｙ）とアドレスデータ［Ａｘ,Ａｙ］
とにより表される。
ｉ＝Ｓｘ＋Ａｘ        ・・・（１）
ｊ＝Ｓｙ＋Ａｙ        ・・・（２）
【００３７】しかし、実際の電子スコープ１０の組立に
おいては、撮像中心Ｃｋと結像中心Ｃｆと光学マスク２
２の中心とを厳密に一致させることは極めて困難で時間
および労力を要する作業であり、ＣＣＤ１８、対物レン
ズ系１６および光学マスク２２の取付位置には微小の個
体差が存在する。
【００３８】例えば、図７に示すように撮像中心Ｃｋに
対して結像中心ＣｆがＸ方向にα画素分だけ、Ｙ方向に
β画素分だけ位置ずれしている場合には、読出開始画素
Ｇｓ（Ｓｘ，Ｓｙ）からｍ×ｎ画素分を読み出すと、モ
ニタ画面に表示される再現カラー画像は全体的に結像中
心Ｃｆのずれ方向に沿ってずれたものとなり、光学マス
ク２２による影が電子マスクからはみ出して見えたり、
ピントの合っていない不鮮明な領域が表示されてしま
う。
【００３９】そこで、本実施形態においては、個々の電
子スコープ１０における撮像中心Ｃｋに対する結像中心
Ｃｆのずれ量（α，β）を予め測定し、そのずれ量
（α，β）に応じて、ＲＯＭ１２２に格納されるマスク
データに基づくコンポーネント信号の読出し位置および
電子マスクの位置を移動させている。このずれ量（α，
β）はマスク位置補正データとして電子スコープ１０の
メモリ４２に電子スコープ１０の製品名やシリアル番号
に関連付けられて記憶され、電子スコープ１０がプロセ
ッサ１００に接続された時に読み出されてメモリコント
ロール回路１２０に与えられる。
【００４０】メモリコントロール回路１２０は、後段映
像信号処理回路１０８に与えられるべき画素Ｇ（ｉ，
ｊ）のＸ方向読出しアドレス成分ｉおよびＹ方向読出し
アドレス成分ｊを、ＲＯＭ１２２に格納されるマスクデ
ータによるアドレスデータ［Ａｘ,Ａｙ］及びメモリ４
２に記憶されたマスク位置補正データ（α，β）を用い
てそれぞれ（３）式および（４）式に基づいて算出す
る。
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9
ｉ＝Ｓｘ＋Ａｘ＋α        ・・・（３）
ｊ＝Ｓｙ＋Ａｙ＋β        ・・・（４）
【００４１】これにより、画素ＧｓからＸ方向にα、Ｙ
方向にβだけ離れた画素Ｇｓ’（Ｓｘ＋α，Ｓｙ＋β）
から読み出しが開始され、画像メモリ１０６からは読出
開始画素Ｇｓ’からｍ×ｎ画素分の撮像領域ＫＲをマス
ク位置補正データに基づいてずらした撮像領域ＫＲ’の
コンポーネントデジタル信号が読み出される。なお、こ
のときＲＯＭ１２２から読み出されたマスクデータに基
づいて、撮像領域ＫＲ’から電子マスク領域ＭＲ’１～
ＭＲ’４に相当する領域のコンポーネントデジタル信号
は読み出されない。
【００４２】図８は、図７に示すように撮像中心Ｃｋに
対して結像中心Ｃｆが（α，β）だけ位置ずれしてお
り、かつ図４に示すマスクデータを用いた時に後段映像
信号処理回路１０８に与えられるコンポーネントデジタ
ル信号を模式的に示す図である。読み出しアドレスはそ
れぞれ（α，β）だけ加算されたものとなるため、第１
列目の第５ライン目の画素については輝度信号Ｙおよび
色差信号Ｃｂ、Ｃｒの値はそれぞれ画素Ｇ（Ｓｘ＋α，
Ｓｙ＋４＋β）から読み出された値Ｙ

Sx+
α
_Sy+4+

β、
Ｃｂ

Sx+
α
_Sy+4+

β、Ｃｒ
Sx+
α
_Sy+4+

βであり、第５列
目の第３ライン目の画素の輝度信号Ｙおよび色差信号Ｃ
ｂ、Ｃｒの値は、それぞれ画素Ｇ（Ｓｘ＋４＋α，Ｓｙ
＋２＋β）から読み出された値Ｙ

Sx+4+
α_

Sy+2+
β、Ｃ

ｂ
Sx+4+

α
_Sy+2+

β、Ｃｒ
Sx+4+

α
_Sy+2+

βである。
【００４３】このように図７の例で示すように、撮像中
心Ｃｋと結像中心Ｃｆとが（α，β）だけずれている場
合には、撮像領域ＫＲ’および電子マスク領域ＭＲ’１
～ＭＲ’４をずれ量に応じて相対移動させることによ
り、光学マスク２２の影が現れず常にピントの合った鮮
明な領域のみをモニタ画面に表示させることができる。
【００４４】図９は、システムコントロール回路１１０
において実行されるマスク処理ルーチンを示すフローチ
ャートである。マスク処理ルーチンはプロセッサ１００
の表面に設けられた主電源ボタン１１８が押下されたと
きに開始される。
【００４５】最初のステップＳ１０２では電子スコープ
１０がプロセッサ１００に接続されているか否かが判定
され、接続されるまでステップＳ１０２は繰り返し実行
される。電子スコープ１０がプロセッサ１００に接続さ
れると、次のステップＳ１０４に進み、接続された電子
スコープ１０のメモリ４２からマスク位置補正データが
読み出され、メモリコントロール回路１２０に与えられ
る。続いてステップＳ１０６においてＲＯＭ１２２から
マスクデータが読み出され、メモリコントロール回路１
２０に与えられる。これにより、メモリコントロール回
路１２０による画像メモリ１０６の制御、具体的には書
込みアドレスの生成およびマスク位置補正データおよび
マスクデータに基づく読出しアドレスの生成が許可され
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る。
【００４６】ステップＳ１０８では、キーボード４００
からマスク位置補正データを変更する指示があったか否
かが判定され、変更の指示があった場合にはステップＳ
１１０においてキーボード４００のからの入力に基づい
てマスク位置補正データが変更される。キーボード４０
０からの入力は矢印キーなどによってモニタ画面のマス
ク位置を確認しながら補正してもよいし、マスク位置の
開始座標および終了座標を入力することにより補正して
もよい。なお、マスク位置補正データの変更指示につい
ては、キーボード４００からの特定のキーを組み合わせ
た入力（パスワード入力）に替えて、フロントパネル１
１４に設けた専用のスイッチの切替入力で行ってもよ
い。
【００４７】データの変更が終了すると、ステップＳ１
１２において更新されたマスク位置補正データがメモリ
コントロール回路１２０に与えられ、ステップＳ１１４
において更新されたマスク位置補正データが電子スコー
プ１０のメモリ４２に書き込まれる。これにより、メモ
リ４２内に現在格納されているマスク位置補正データは
消去されて新たに入力されたマスク位置補正データが格
納され、次に電子スコープ１０がプロセッサ１００に接
続された時には更新された値が読み出されることにな
る。
【００４８】ステップＳ１１４が終了した場合およびス
テップＳ１０８においてデータ変更の指示がないと判定
された場合にはステップＳ１１６が実行され、電子スコ
ープ１０がプロセッサ１００から引き抜かれたか否かが
判定される。電子スコープ１０が未だ接続されていると
きには再びステップＳ１０８から順次実行される。ステ
ップＳ１１６において電子スコープ１０がプロセッサ１
００から引き抜かれたと判定されると、マスク処理ルー
チンが終了する。
【００４９】このように、本実施形態の電子内視鏡装置
は、個々の電子スコープ１０における撮像中心と結像中
心とのずれ量に応じて電子マスク位置を相対移動させる
という構成を備えており、これにより電子スコープ１０
に個体差があったとしても常にピントの合った鮮明な被
写体像をモニタ画面に表示できる。また、電子マスク位
置の相対移動量であるマスク位置補正データは、操作者
によって任意に設定変更できる。さらに、マスク位置補
正データを保持するメモリ４２が電子スコープ１０側に
設けられているので、接続するプロセッサ１００を取り
替えた場合であっても調整しなおす必要がない。またプ
ロセッサ１００に接続されると同時に自動的に読み出さ
れるので、操作者が意識することなく、容易にマスク位
置を補正できる。
【００５０】なお、本実施形態においては、撮像方式は
同時方式を採用しているが、面順次方式であってもよ
く、この場合画像メモリには１フレーム分のＲ、Ｇおよ
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びＢ信号が格納される。また、映像信号の規格も本実施
形態ではＮＴＳＣ方式であるが、ＰＡＬ方式等他のテレ
ビジョン方式を採用してもよい。
【００５１】
【発明の効果】以上説明したように本発明の電子内視鏡
装置は、撮像中心と結像中心とのずれ量に応じて電子マ
スク位置を自動的に相対移動させるため、常にピントの
合った鮮明な被写体像をモニタ画面に表示できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による電子内視鏡装置の実施形態を示す
図であって、電子内視鏡システムの概略ブロック図であ
る。
【図２】図１に示す電子スコープの可撓管先端の構成を
簡略的に示す部分拡大断面図である。
【図３】図１に示すＣＣＤの撮像面と、結像領域と、電
子マスク領域との相対位置関係を示す模式図である。
【図４】図１に示すＲＯＭに格納されたマスクデータの
一例を示す図である。
【図５】図４に示すマスクデータを用いた時に後段映像
信号処理回路に入力されるコンポーネントデジタル信号
の一部を示す図である。
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【図６】図１に示すモニタ装置の表示画面を示す模式図
である。
【図７】撮像中心と結像中心とがずれた状態における、
ＣＣＤの撮像面と、結像領域と、電子マスク領域との相
対位置関係を示す模式図である。
【図８】撮像中心と結像中心とがずれた時の、後段映像
信号処理回路に入力されるコンポーネントデジタル信号
の一部を示す図である。
【図９】図１に示すシステムコントロール回路において
実行されるマスク処理ルーチンを示すフローチャートで
ある。
【符号の説明】
１０  電子スコープ
１４  撮像センサ
４２  メモリ
１００  プロセッサ
１０６  画像メモリ
１２０  メモリコントロール回路
１２２  ＲＯＭ
２００  モニタ装置

【図１】
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